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南
みなみ
島
しま
原
ばら
市
し
は、長崎県の南部、島原半島の南部に位置し、温暖な気候に恵まれた農業生産の盛

んな地域です。平成21（2009）年度から8軒の専業農家を中心に農林漁業体験を含む民泊を
始めたところ、賛同する農林漁業者が増え、平成25（2013）年3月に、南

みなみ
島
しま
原
ばら
市
し
の魅力を伝

えること、受入れ家庭の連携を強化することを目的とした「南
みなみ
島
しま
原
ばら
ひまわり村」を設立しまし

た。現在、約160軒が所属し、国内外の修学旅行生を中心に受入れを行っています。
参加者は、各受入れ家庭の家業である農林漁業を体験し、自分で収穫した野菜や地元で採れ

た食材を一緒に調理し、食卓を囲むことによって、親睦を
深めつつ、食の楽しさや家族の大切さを体感します。海外
からの参加者は日本の伝統的な食文化、無農薬栽培や有機
農業等についても学ぶことができます。野菜の種まきや手
入れ、収穫、漁で使う網の手入れ、養殖魚の餌やり、調理
など、食べ物が食卓に並ぶまでの様々な過程を体験するこ
とで、子供たちの食に対する知識や理解を深め、食に対す
る好奇心を高められるよう工夫しています。
定期的に受入れ家庭同士で意見交換を行う機会を設け、

各家庭で気付いた注意点や改善すべき点を共有し、同等の
受入れができるようにしているほか、年に1回の衛生講習
会への参加を義務付けており、食中毒や調理の際に注意す
べき点について確認する機会を設けています。また、アレ
ルギー対応の講習会や救命救急等に関する講習会も開催し
ています。さらに、料理教室の開催、受入れ家庭同士の食
事レシピの共有も行っており、食事メニューが多様化する
だけでなく、受入れ家庭にとっても食への関心を高める機
会となっています。
1泊2日の体験民泊は、食の大切さ・有り難さを参加者、

受入れ家庭が共有することによって、双方にとって有意義で充実した取組になっており、リ
ピーターを増やす結果につながっています。新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを策
定するなど、「ウィズコロナ時代」に対応した受入れ体制の整備を図り、今後も子供たちに食
を支える1次産業の重要性や家族の大切さを伝えていきます。
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受入れ家庭と食卓を囲んで「だんらん」

たまねぎ収穫体験

受入れ家庭を対象に行う料理教室
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第1節 ● 農林漁業者等による体験活動の促進


